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≪第８回定時社員総会開催≫ 

 令和元年度の定時社員総会が、５月１９日(日)に山形市総合福祉セ

ンターを会場に開催された。 

 出席者１５名、委任状４５通、計６０という事で総会が成立した。 

 伊藤専務理事の開会の挨拶の後、櫻井会長より「時代も令和になっ

て技工士会も新しい時代をむかえるスタートに立った所だと思いま

す。歯科医師会、歯科衛生士会との災害時協定の調印式をする事が出

来て、今後も両会との連携も図られていくのではないかと思います。」

との挨拶があった。 

 その後、議長に後藤和雄氏が選任され、議事が開始された。 

 平成３０年度事業報告・会計報告・監査報告があり、承認された。

令和元年の事業計画案・予算案も、滞りなく承認された。 

 その他の議案として、県事務所を歯科医師会館内に移転する件が提

案され、今後、歯科医師会との相談・交渉をしながら進めていく事と

なった。 

 次に、県技ののぼり旗の製作も提案され、のぼり旗２基、ミニのぼ

り旗２基の製作を進める事となった。これは、県技工士会のイベント

や、講習会などで使用すると共に、近年参加させて頂いている健康フ

ェアや防災訓練などで県歯科技工士会の存在をアピールするために

使いたいと思います。 

 令和元年度連盟総会も行われ、平成３０年度事業報告、収支決算、

令和元年度事業計画案、予算案がそれぞれ承認を受けた。 

 日本歯科技工士連盟創立６０周年会長表彰として、連盟活動に大変

貢献して頂いた上林 淳氏に表彰状が授与された。 

 

 総会終了後、「焼肉名匠 山牛」にて美味しい焼肉をいただきなが

ら懇親会が催された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

元会長の齋藤博夫さんからアンプ付スピーカーを寄贈し

ていただきました。大事に活用させていただきます。有

難う御座いました。 
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第４０回山形県歯科医師会・山形県歯科技工士会 

共催学術講演会 

                     尾形清敏(中央)  

平成 31年 3月 10日(日)午前 9時より、山形県歯科医師会館４階大

会議室において「第４０回山形県歯科医師会・山形県歯科技工士会共

催学術講演会」が開催された。 

 初めに山形県歯科医師会

永田秀昭会長より、全国的な

技工学校減少の問題がある

中で映画「笑顔の向こうに」

が公開された事、そして政治

の力を借りて歯科界向上に

努めて行く事などの挨拶を

いただいた。 

 続いて山形県歯科技工士

会櫻井利浩会長より、40 回の共催学術を迎えられた事のお礼と共に

今回の講演会が歯科技工士の未来に繋がる事を挨拶として述べられ

た。 

 今回は大阪府でご開業の Japan Craft.JPI 株式会社代表の重村宏

先生をお招きし、第一部として「新たな考えの義歯（3DR）は歯科

補綴の未来を開拓できうるか」の演題で御講演頂いた。AI 技術が進

歩し現在の仕事の 65%が取って代わると言われている中、歯科技工

士も例外でなく、現在歯科技工物が機械化された事で品質が落ちてい

る事が問題視されている。そしてクラウン・ブリッジやインプラント

で歯や骨を削り、長い治療期間と高い治療費用をかける事なく製作さ

れる第３の補綴 3DRを開発された事を述べられた。これは欠損補綴

でありながら粘膜に負担させず歯牙負担で咬合力を分散し、小さいた

め異物感も少ない可撤式のブリッジとも言える義歯である。ヒンジに

よる開閉機能を付与する事でクラスプがなく審美的にも優れており、

歯牙を削らない印象からセットは咬合調整のみなので患者にも歯科

医師にも利点の多い補綴物であった。 

 昼食後には 3DR のサンプルを展示していただき、参加者は実際に

手に取り興味深く説明を聞いている姿が印象的であった。 

 午後からは第二部「結果の出る咬合治療のための新しい咬合理論と

客観的なシステム」という演題で御講演いただいた。CT 画像から分

析される顎関節内の下顎頭と鼓室部との距離による神経の圧迫、骨格

性の開口障害をメタルスプリントで治療するシステムをわかりやす

く解説していただいた。口の渇き、肩凝り、舌先の痛みなど様々な症

状を CT 画像の解析から作り出される補綴物をセットし 30 分ほどで

改善されて理想的な咀嚼ストロークを描く症例をいくつもご紹介い

ただいた。 

 その後の質疑応答では 3DR、咬合治療の質問が多数あり時間切れ

の状態で終了となった。撤収作業中にも重村先生に質問される方もお

り、演題の通り歯科の未来を開拓されるような新しい補綴物、咬合治

療に参加者の興味関心が大きい事が伺えた講演会であった。 



        平成３０年度新春講演会 

    「サイパン島避難の日々」 

      庄司君子(元歯科技工士会員) 

 平成３１年１月２６日(土)に新春講演会として、元県歯科技工士会

会員の庄司君子さんを迎えて、戦時中に移住していたサイパンで体験

した出来事について講演して頂いた。 

 『昭和４年頃、祖父の代にサイパン島のバナデルと言う処に移住し

て、さとうきび畑を開きました。 

 私が小学校２年生の昭和１７年頃に自宅近くに飛行場が出来て、家

にも兵隊が住むようになりました。その後、カナベラに引っ越した頃

から頻繁に敵の飛行機が飛び交い、爆撃が始まりました。爆撃から逃

れる為に鍾乳洞に避難して、長い間家には帰れませんでした。その爆

撃で私の妹と従妹が亡くなりました。自分もこれで死んでしまうのか

と思いました。 

 爆撃がどんどん酷くなると祖父に、「若い者は逃げて内地に帰って

サイパンでの出来事を伝えろ。」と言われ、海岸へと逃げました。夜

が明けて明るくなると、敵の目から隠れる為に岩の隙間に隠れて身動

きが出来ませんでした。 

 喉が渇いても飲める水があまり無く、ようやく見つけた水たまりの

水を飲むことが出来ても、敵が爆弾を落としたり毒を流されたりして

飲めなくされてしまいました。それでも水を探しながら海岸沿いを

転々と逃げ回りました。 

 そんな中、海岸線に逃げる場所が無くなりジャングルに逃げ込みま

した。父が採ってきたパパイヤの根っこや、母が準備してくれていた

しみ豆腐や鰹節を貰って弟と分け合って食べました。私と弟を守って

くれようとする、両親の子を思う気持ちが凄く有り難く、この恩を忘

れてはいけないなと思いました。 

 母は、祖母から大変いびられながらも、祖母を粗末に扱うことはな

く大切に世話をしていました。そんな母に祖母は、すまなかったと心

から詫びていました。人には決して意地悪をするものではない、後で

自分が悔やむ事になると思い、戒めの手本になりました。 



 その後、捕虜になって殺されたとばかり思っていた叔父が迎えに来

て、私達も捕虜になりました。初めて白い肌や黒い肌の外国人を見ま

した。その外国人から水やお菓子を貰って食べた時は、本当に美味し

かったのを覚えています。 

 毎日大勢の人が死んで埋められ、お墓がたくさんありました。祖父

も亡くなったのでお墓がありました。母が、幼い子を亡くした事を悲

しんで毎日お経を唱え、私も一緒に唱えました。日本人とアメリカ人

のすさまじい数のお墓を見て、〚戦争ほど惨いものはない。敵味方な

く人の命を奪い、一瞬にして家や国を滅ぼす戦争は二度と起こしては

いけないな〛と、しっかりと心に留めてこれから生きて行かなくては

いけないなとしみじみ思いました。』 

 戦争の悲惨さ、その中で生きて行かなければならなかった苦しさ、

そんな中でも感じた人間の人を思う心と思いやり。平和と言う事の有

り難さを感じさせられた講演となりました。 

  

 講演の後、新年祝賀会が開かれ、一般社団法人山形県歯科医師会専

務理事 富田 滋様、一般社団法人山形県歯科衛生士会副会長 佐藤

みどり様、東北・新潟歯科用品商協同組合山形支部長 大沢 巌様を

来賓にお招きして行われた。 

 櫻井会長、太田副会長より差し入れていただいた日本酒を頂きなが

ら、時間まで和やかに宴がすすめられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



災害時の歯科医療救護活動に関する協定締結 

                

         櫻井利浩(山形県歯科技工士会会長) 

 この度、平成３１年４月１０日(水)に山形県歯科医師会館に於いて、

災害時の歯科医療救護活動に関して、一般社団法人歯科医師会と一般

社団法人歯科技工士会との協定が締結されました。 

 また、同様に一般社団法人歯科衛生士会との協定も締結されました。 

 会員の皆様には、有事の際にはご協力をお願い致します。 

 令和の時代は、災害のない平穏な日々が続くよう祈るばかりです。 

 

山形県歯科医師会訪問 

 

 一般社団法人山形県歯科医師会の新会長に就任された富田滋先生

と新三役の先生方にご挨拶させて頂くために、６月２０日に県技櫻井

会長と太田副会長が、山形県歯科医師会館に訪問させて頂きました。 

 

 

 

 

 



 山形県沖地震についてのご報告 

 

櫻井利浩(山形県技会長) 

 この度、6 月 18 日に発生しました山形県沖地震についてご報告さ

せていただきます。当会員の状況確認を小林庄内地区長にお願いしま

したところ、怪我や家屋の被害が無かったとの報告を頂きましたので

お知らせ致します。ただ、県民の中には怪我や家屋に被害を受けた

方々もおられます。また、大きな余震の心配もされていますので、心

よりお見舞い申し上げます。そして、一日も早いお体のご回復と復興

されますことをお祈り申し上げます。 

 それから、日技杉岡会長はじめ多くの各県技工士会の皆様より、地

震発生直後からご心配のお電話、ファックス、メール等を頂きました

事に心よりお礼を申し上げたいと思っています。合わせてご報告致し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県技のぼり旗デザイン決定 

 

 製作中の県技のぼり旗のデザインが以下の図のように決定いたし

ました。 

 



 

 ◇パソコン・コピー機が新しくなりました 

  

県技事務所のパソコンとコピー機のリース期限切れに伴い、パソコ

ン２台とコピー機１台を５年の期限で新たにリース契約しました。 

 パソコンは、１台は県事務所で使用し、もう１台は会長が所持する

事で会務や連絡の利便性を高める事になりました。 

 

 

 ◇県技事務所の営業時間の変更 

 

県技事務所の営業時間が次のように変更になります。 

 

毎週 月・水・金   各４時間 

 

(１０：００～１２：００・１３：００～１５：００) 

  

 ◇新メールアドレス 

  

 以前もお知らせしましたが、県歯科技工士会のメールアドレスが新

しくなりました。 

 お間違えの無い様、宜しくお願いします。 

 

        yamashigi@rose.ocn.ne.jp 

＼(^o^)／誕生☆おめでとう 
 

尾形清敏君(中央)に待望の第一子が誕生しました 

 

 

え  み な 

咲夢菜ちゃん 
 

 

H３１年３月１６日生 

 

 

 

 

 

✧新しい仲間が増えました☺ 

 

後藤祐一(庄内) 

  

村西敦之(庄内) 

宜しくお願いします 


